















Effects of Relaxation Program on Autonomic Nervous System Functions and
Psychoneuroendocrinoimmunological Indicator.
Naomi Dodo
　Abstract：Current study reported the effect of relaxation program on the physiological 
reaction. The previous findings demonstrated that this relaxation program was effective 
in controlling anxiety for patients with Dementia of Alzheimer’s Type (Dodo & Sakano, 
2009). However, effects on the autonomic nervous activity and psychoneuroendocrin
oimmunological indicator by relaxation program is still unclear. Healthy university 
students were randomly assigned to relaxation program condition and the control 
condition. Comparing to control condition, relaxation program significantly increased 
parasympathetic nervous system activity and significantly reduced cortisol levels.






















まうため（Eckberg, Kiﬂe, & Roberts, 1980；稲
盛，1986），呼吸統制が必要である（Grossman, 




















































の一つであるスピーチ課題終了 20 から 30 分後
に唾液中コルチゾールの増加が報告されている


























図 R-R 間隔をもとに Toichi, Sugiura, Murai, & 
Sengoku（1997）に従い 1 分毎の CVI（cardiac 




























て唾液サンプルの代わりとなる希釈溶液を 25 μ l
添加した。③酵素標識を 200 μ l 添加し，攪拌の
後，室温で 55 分間静置することで反応をさせた。
④洗浄液でプレートを洗い，発色剤としてテトラ
メチルベンジディン（TMB）を 200 μ l 添加し攪
拌後、室温下の暗所で 25 分間放置し発色させた。



















































除き，両条件とも 14 名（男性 5 名，女性 9 名）
を分析対象とした。
自律神経活動の比較　心電図平均 R-R 間隔：各条






図 2　両条件でのプログラム前後での 1 分ごとの
心電図平均 R-R 間隔の変化
図の値は、全実験協力者について両条件でのプログラム
前後での 1 分ごとの心電図平均 R-R 間隔と標準偏差値（平
均値より上向きがリラクセーション条件の標準偏差値，
下向きが映像鑑賞条件の標準偏差値）を示している。
CVI の比較：各条件でのプログラム前後の 1 分毎













1 分ごとの CVI の変化
図の値は、全実験協力者について両条件でのプログラム
前後での 1 分ごとの CVI の平均値と標準偏差値（平均値
より上向きがリラクセーション条件の標準偏差値，下向
きが映像鑑賞条件の標準偏差値）を示している。
CSI の比較：各条件でのプログラム前後の 1 分毎




行ったところ，1 分目の CSI 成分が 2 ～ 5 分目
よりも有意に高かった（all ps<.05）。条件と時間
の交互作用についても多重比較を行ったところ，





1 分ごとの CSI の変化
図の値は、全実験協力者について両条件でのプログラム








































経過による有意な変化は認められ， 1 分目の CSI
成分が最も高かった。特に映像鑑賞条件において
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